
式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

〉
諏
ヨ
げ
興
8
三
⇔
σ
q
o
《
○
匡
三
匹
》
h
o
『
島
①
乱
8
昌
巳
①
一
ロ
①
島
8
二
8
0
h
一
器
ω
篠
笛
①
．

西

島

恵

子

　
東
洋
音
楽
学
会
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
と
、
同
年
七
月
に

国
内
調
査
と
し
て
「
伊
勢
・
志
摩
の
民
俗
音
楽
調
査
」
を
行
な
っ
た
。
尚
七
月
の

調
査
に
お
い
て
は
、
本
学
音
楽
学
専
攻
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
の
共
催

に
て
、
資
料
採
集
を
実
施
し
た
。

　
従
っ
て
こ
の
調
査
研
究
報
告
は
、
調
査
団
の
一
員
と
し
て
の
私
が
、
東
洋
音
楽

学
会
の
調
査
団
の
御
了
解
の
も
と
に
、
本
研
究
論
集
に
そ
の
一
部
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

〃
御
木
曳
”
の
行
事
に
つ
い
て
の
概
観

　
皇
大
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
、
二
十
年
毎
に
行
な
わ
れ
、
新
神
殿
造
営
の
為
の
用

材
運
搬
の
行
事
を
”
御
木
曳
”
と
称
す
る
。
こ
の
行
事
に
関
連
す
る
も
の
と
し

て
、
新
神
殿
造
営
後
、
殿
前
に
敷
く
白
石
を
孔
孟
す
る
”
御
暦
石
偏
”
が
あ
る
。

来
る
昭
和
四
十
八
年
が
第
六
十
五
回
の
正
遷
宮
に
あ
た
る
の
で
、
去
る
昭
和
四
十

六
年
に
”
御
木
曳
”
が
行
な
わ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
夏
に
”
御
白
石
曳
”
が
露
な

　
　
　
　
　
　
式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
殿
の
造
営
を
は
さ
ん
で
、
　
”
御
木
曳
”
、

”
御
白
石
曳
〃
の
二
行
事
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
旧
神
領
に
属
す
る
各
町
内

の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
心
意
団
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
。

”
御
木
曳
〃
の
様
態
と
し
て
は
次
の
二
種
が
あ
る
。

　
e
　
陸
　
　
曳

　
口
　
川
　
　
曳

e
は
神
領
を
流
れ
る
二
つ
の
河
川
、
す
な
わ
ち
五
十
鈴
川
と
宮
川
の
う
ち
後
者
の

沿
岸
に
近
接
す
る
町
内
が
担
当
し
て
行
な
わ
れ
る
奉
曳
で
、
伊
勢
湾
か
ら
宮
川
に

入
っ
た
御
用
材
を
度
会
橋
の
畔
で
曳
き
揚
げ
、
巨
大
な
車
に
の
せ
、
こ
れ
を
曳
き

な
が
ら
外
宮
宮
中
へ
搬
入
す
る
場
合
で
あ
り
、
口
は
内
宮
の
御
用
材
と
し
て
五
十

鈴
川
を
上
っ
て
内
宮
宮
中
に
曳
き
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
蜜
豆
町
も
内
宮

関
係
と
外
宮
関
係
に
分
れ
て
お
り
、
⇔
川
曳
の
町
は
次
の
十
九
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
六
十
が
陸
曳
の
町
に
な
っ
て
い
る
。

　
宇
治
領
町
　
　
　
二
軒
茶
屋
　
　
　
　
楠
部
町

　
宇
治
今
死
菌
町
　
中
村
町
　
　
　
　
　
中
之
切
町

五
一
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式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

浦
田
町

中
之
町

二
見
町
松
下

久
世
戸
町

鹿
海
町

二
見
町
茶
屋

二
見
町
山
田
ケ
原

大
湊
町

桜
木
町

二
見
町
三
津

古
市
町

　
”
御
木
曳
”
の
歴
史
的
推
移
を
み
て
み
る
と
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
御
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1

宮
の
前
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
に
行
な
わ
れ
た
も
の
が
最
も
古
い
記
録
だ
と

思
わ
れ
、
こ
の
際
に
”
木
や
り
”
が
う
た
わ
れ
た
こ
と
が
解
か
る
。
又
同
じ
記
録

に
、
永
録
六
年
（
一
五
六
三
）
慶
光
院
清
順
上
人
の
発
願
に
、
外
宮
の
遷
宮
の
際

の
岩
渕
、
下
馬
所
、
宮
後
の
町
民
達
の
奉
曳
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
す
で
に
南
北
朝
、
室
町
時
代
に
こ
う
し
た
行
事
の
繰
拡
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
造
替
料
三
万
石
の
下
付
を
受
け
た
が
各
町
民

の
”
御
木
曳
”
は
行
な
わ
れ
神
領
に
属
す
る
瓦
町
の
住
民
が
分
担
し
て
奉
賦
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
2
　
　
　
　
註
3

い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
作
所
日
記
、
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
、
御
木
曳
辮
録
に
み
ら

れ
る
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
神
領
制
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
神
宮
司
庁

造
営
係
の
支
配
と
な
り
、
制
度
上
の
変
革
が
行
な
わ
れ
た
。
明
治
三
十
六
、
三
十

七
両
年
（
第
五
七
回
の
遷
害
）
よ
り
各
町
内
に
奉
曳
団
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
奉
曳
団
の
組
織
に
あ
た
っ
て
は
、
非
常
に
厳
格
な
要
項
が
設
け
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
明
治
十
六
・
十
七
年
（
一
八
八
三
i
一
八
八
四
）
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
4

な
わ
れ
た
”
御
木
曳
〃
の
祀
録
「
御
木
占
用
書
類
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に

依
る
と
、
田
中
中
世
古
町
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
必
要
書
類
と
手
続
き

9
　
惣
代
よ
り
県
令
へ
の
出
願
書

因国四日（⇒

五
二

県
令
よ
り
の
許
可
状

用
材
の
領
書

木
曳
順
序
の
各
町
内
に
於
け
る
抽
せ
ん
に
関
す
る
書
類

木
曳
の
盟
約

役
係

議
長
木
遣
係

取
締

用
言
受
付

揃
衣
裳
配
分
、
全
て
の
プ
レ
を
出
す

木
遣
子
馬
締

大
世
話
係
照
会
に
及
、
事
務
、
出
納
、

買
物
、
各
町
へ
の
照
会
、
車
担
当
割

そ
の
他
の
庶
務
的
事
項

衣
裳
係

又
、
そ
の
景
況
は
同
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
川
木
揚

「
逗
子
屯
所
ニ
ハ
絹
服
連
隊
色
町
銘
ノ
四
半
形
大
幟
ヲ
目
印
二
河
原
二
連
ル
　
木

揚
場
所
ニ
ハ
ロ
ノ
丸
四
半
形
大
型
ヲ
目
印
二
建
置
ス
　
造
神
宮
係
員
ヨ
リ
周
旋
人

江
木
材
受
取
夫
ヨ
リ
速
二
木
揚
ヲ
曳
揚
ゲ
テ
木
棺
謡
ニ
テ
大
字
中
崎
町
下
宿
ノ
門

迄
早
来
ル
　
車
前
後
了
レ
バ
番
順
ニ
テ
曳
出
ス
…
下
略
…
」

　
山
田
市
街
曲
玉
受
宮
域
内
へ
曳
入

「
大
字
中
島
町
ヨ
リ
順
番
ニ
テ
曳
出
シ
車
上
ノ
木
遣
謡
了
レ
ハ
曳
子
聖
賢
ヲ
謡
ヒ

恰
モ
蟻
ノ
践
二
等
ク
遠
近
ノ
老
若
男
女
群
集
シ
テ
周
旋
人
ハ
拍
子
木
ヲ
以
テ
曳
子

ヲ
指
揮
ス
又
注
意
大
方
ナ
ラ
ズ
…
下
略
…
」

　
木
曳
に
掛
る
員
数
は

周
旋
人
　
　
　
　
　
十
二
人

木
遣
子
　
　
　
　
　
六
　
人
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曳
子
　
　
　
　
二
百
二
十
人

手
子
　
　
　
　
　
　
六
　
人

　
現
在
は
奉
曳
団
本
部
が
あ
り
、
こ
こ
で
日
取
等
を
定
め
て
い
る
。
現
行
の

木
摺
”
の
順
序
、
方
法
は
次
の
よ
う
で
あ
り
、
各
町
内
で
大
差
な
い
。

e
　
用
材
集
結

伍）四⇔口

木
取
り

水
切
り

水
揚
げ

積
材
本
木
や
り
歌

㈹
　
道
唄

川
曳
の
場
合

ee）

”
御

古
く
は
大
湊
町

現
在
は
外
宮
地
区
宮
川
東
岸
（
下
川
池
）

水
揚
の
木
点
検

用
材
を
陸
上
へ

短
い
木
や
り
歌
一
節

川
原
か
ら
堤
防
を
越
え
御
木
曳
車
に
の
せ
る
。

普
通
車
上
で
正
面
に
立
ち
、
幣
を
振
っ
て
う
た
う
。

（
左
手
に
ロ
ー
プ
を
把
る
）

車
が
出
発
の
と
き
、
道
中
の
要
所
、
北
御
門
入
の
と

き
等
に
う
た
わ
れ
る
。

集
団
で
路
上
曳
綱
の
中
又
は
先
頭
に
あ
っ
て
う
た
い

お
ど
る
。

出
発
か
ら
神
域
に
経
る
道
中
、
半
日
を
要
し
綱
引
き

の
単
調
さ
を
避
け
る
た
め
、
随
時
停
止
し
て
行
な
う

用
材
集
結
　
　
　
　
中
村
町
内
五
十
鈴
川
お
側
橋
下
流
約
一
五
〇
呼

集
積
地
か
ら
木
馬
に
の
せ
川
流
を
引
き
上
げ
る
。

川
を
の
ぼ
る
に
従
っ
て
約
十
米
間
隔
で
休
み
、
こ
の
間
木
や
り
を
う
た
う

　
　
　
式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

　
陸
曳
と
川
曳

　
”
御
木
曳
”
に
二
種
類
あ
る
こ
と
は
先
に
記
し
た
。
　
「
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
」

付
録
（
遷
宮
）
に
よ
る
と
陸
曳
の
華
麗
さ
が
解
か
る
の
で
左
記
に
引
用
し
た
。

　
「
御
用
材
の
桧
数
千
本
…
…
中
略
…
…
公
命
に
依
っ
て
信
州
木
曽
よ
り
伐
出

し
、
尾
州
候
の
御
寄
附
な
り
造
営
料
数
万
石
は
大
阪
御
城
内
よ
り
渡
れ
り
、
此
御

用
材
を
宮
中
へ
曳
入
る
㌧
に
山
田
の
市
中
は
技
芸
を
尽
し
、
そ
こ
ば
く
の
用
を
い

と
わ
ず
神
境
常
に
な
き
壮
観
な
り
、
内
宮
は
五
十
鈴
川
を
曳
き
の
ぼ
せ
て
直
に
宮

地
へ
引
入
る
故
基
事
な
し
」

　
『
技
芸
を
尽
し
』
と
い
う
表
現
の
通
り
、
た
だ
御
用
材
を
曳
く
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
付
随
的
な
行
事
が
多
く
考
え
ら
れ
る
。
事
実
「
御
木
曳
辮
録
」
に
は
、

「
天
明
八
年
戌
九
月
十
八
口
、
豆
蒔
き
大
豆
ま
く
に
凡
去
年
の
如
し
、
木
遣
毎
に

豆
を
ま
く
」

と
あ
り
又
、

「
享
保
二
年
二
月
、
木
遣
大
豆
蒔
、
大
．
豆
一
二
升
用
意
」

と
あ
る
の
で
、
当
時
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現

在
は
、
豆
を
蒔
く
こ
と
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

　
「
御
木
曳
用
書
類
」
　
（
明
十
六
－
十
七
年
）
に
は
、
陸
曳
の
車
に
つ
い
て
の
記

述
が
み
ら
れ
る
。

「
総
ジ
テ
機
子
棒
腹
シ
テ
車
ハ
樫
九
尺
辛
抱
樫
椀
シ
リ
付
辛
抱
二
椀
ヲ
付
ク
ハ
各

車
ノ
鳴
音
ヲ
競
フ
ガ
ナ
リ
」

又
、
車
の
装
飾
に
つ
い
て
も

「
曳
鳥
居
、
大
注
連
、
両
榊
を
ほ
ど
こ
す
、
又
幟
を
数
本
さ
す
、
手
摺
り
付
の
木

遣
台
を
設
け
る
。
こ
の
車
に
御
木
を
つ
む
、
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

現
在
の
車
も
、
各
町
内
で
少
し
つ
つ
組
み
方
は
異
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
と
ほ
ぼ

同
形
で
あ
る
。
例
え
ば
小
川
町
の
車
は
、
二
輪
で
、
鳥
居
、
注
連
、
幟
で
装
飾
を

施
こ
し
、
木
遣
の
櫓
を
前
後
に
二
つ
作
り
、
六
人
の
木
遣
子
が
二
人
つ
つ
交
替
し

て
う
た
う
。
　
（
写
真
1
参
照
）

1難

慧
，
灘

導螺、

　尚
忠l

愛

　
川
曳
の
場
合
は
、
車
は
使
用
せ
ず
、
五
十
鈴
川
を
直
接
曳
き
の
ぼ
っ
て
行
く
の

で
、
曳
子
は
水
中
に
つ
か
り
な
が
ら
曳
く
の
で
あ
る
。
装
飾
は
町
名
を
記
し
た
幟

を
二
二
二
本
た
て
る
く
ら
い
で
、
陸
曳
に
比
べ
る
と
簡
単
で
あ
る
。
こ
れ
も
現
在

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
と
大
差
な
く
、
例
え
ば
中
之
町
の
場
合
、
木
や
り
子
は
、

一
人
御
木
の
上
に
乗
り
幣
を
打
振
っ
て
う
た
う
。
そ
の
時
地
元
の
女
・
子
供
は
岸

か
ら
こ
れ
を
嘱
す
、
各
町
は
五
十
米
程
の
間
隔
で
曳
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
（
写

真
2
参
照
）

五
四

木
や
り
う
た
に
つ
い
て

千

ρ
ド

　
掌

b
　
，

　
木
や
り
う
た
に
つ
い
て
”
御
木
曳
”
の
行
事
中
に
、
木
や
り
う
た
が
う
た
わ
れ

る
が
、
　
「
御
木
曳
排
録
」
に
も
木
や
り
う
た
の
こ
と
が
散
見
し
又
、
前
述
の
「
御

木
曳
用
書
類
」
に
記
さ
れ
た
諸
役
分
担
の
項
に
も
木
や
り
師
の
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
、
　
”
御
木
曳
”
と
木
や
り
と
は
切
り
離
せ
な
い
。

　
薄
雲
の
場
合
は
、
宮
川
か
ら
木
を
揚
げ
、
更
に
車
に
の
せ
て
曳
く
と
い
う
労
作

の
多
様
さ
、
様
態
の
華
麗
さ
か
ら
、
歌
の
種
類
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い

る
。
　
「
御
木
曳
用
書
類
」
に
は
、
次
の
三
種
を
挙
げ
奉
曳
の
謡
と
し
て
い
る
。

　
木
図
心

　
道
謡
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木
や
り

現
在
は
例
え
ば
中
島
町
を
例
に
と
れ
ば
次
の
四
種
が
う
た
わ
れ
る
。

e
　
水
揚
げ
木
や
り

ロ
　
サ
ン
ヨ
エ
ー

旬
　
本
木
や
り

㈲
　
道
う
た

e
は
用
材
を
宮
川
よ
り
曳
揚
げ
る
時
う
た
わ
れ
る
も
の
で
先
の
記
述
の
木
揚
謡
に

相
当
す
る
。
こ
の
水
揚
げ
木
や
り
は
、
水
の
中
か
ら
御
木
を
曳
き
揚
げ
る
と
い
う

労
作
が
伴
う
た
め
に
、
譜
例
1
か
ら
も
解
か
る
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
強
く
つ

く
音
楽
に
な
り
、
次
の
川
曳
の
木
や
り
の
音
楽
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ

る
。
例
え
ば
一
色
町
の
水
揚
げ
木
や
り
の
、
序
に
続
く
部
分
は
全
く
の
三
四
木
や

り
で
、
説
明
を
き
か
ね
ば
区
別
が
つ
か
な
い
程
で
あ
る
。
た
だ
都
節
音
階
で
う
た

わ
れ
る
の
が
譜
例
2
の
中
之
町
の
三
三
木
や
り
と
違
う
点
で
あ
る
。

⇔
は
子
供
達
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
る
木
や
り
で
、
出
発
か
ら
神
域
に
い
た
る
道
中

に
う
た
わ
れ
る
。
本
木
や
り
と
は
違
い
、
少
し
道
う
た
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
思

わ
れ
る
。
子
供
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
る
の
で
、
譜
図
4
か
ら
も
解
か
る
よ
う
に
、

本
木
や
り
よ
り
は
節
ま
わ
し
も
単
純
で
、
比
較
的
拍
節
的
な
音
楽
に
な
っ
て
い

る
。
子
供
が
木
や
り
を
う
た
う
先
例
は
「
御
木
曳
辮
録
」
に
も
そ
の
記
述
が
あ
る

が
、
こ
の
「
サ
ン
ヨ
エ
ー
」
は
現
在
、
中
島
町
の
”
御
忍
曳
”
の
行
事
に
お
け
る

特
徴
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⇔
は
御
木
を
曳
き
は
じ
め
る
時
と
、
道
中
の
要
所
で
木
や
り
子
に
よ
り
う
た
わ
れ

る
。
　
「
御
木
曳
用
書
類
」
に
い
う
木
や
り
に
あ
た
り
、
陸
曳
と
川
曳
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
あ
る
音
楽
に
な
っ
て
い
る
。
混
濁
は
、
冷
た
い
川
の
中
に
入
っ
て
曳
子

達
を
元
気
づ
け
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
、
御
木
を
曳
く
為
っ
た
わ
れ
る
の
だ

式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

が
、
岸
で
難
ず
女
、
子
供
達
に
対
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
も
あ

り
、
よ
け
い
に
声
を
高
く
張
り
あ
げ
て
う
た
わ
れ
る
。
　
（
野
臥
2
）
二
、
三
節
う

た
っ
た
あ
と
「
は
り
は
ー
ド
ン
ト
ひ
け
一
」
と
い
う
掛
声
で
、
川
の
中
の
御
木
を

少
し
つ
つ
進
め
て
い
く
。
陸
曳
の
場
合
は
、
御
木
は
車
に
の
せ
て
ひ
く
の
で
、
川

曳
の
様
な
労
作
が
な
く
、
従
っ
て
音
楽
の
方
も
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
。
メ
リ
ス
マ

的
な
も
の
で
、
比
較
的
低
い
声
で
う
た
わ
れ
る
。
　
（
譜
例
3
）

四
は
先
に
も
記
し
た
が
、
出
発
か
ら
神
庭
い
た
・
道
中
、
綱
引
き
の
単
調
盤

避
け
る
た
め
に
う
た
わ
れ
た
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
「
御
木
曳
記
録

」
に
は
、
必
ず
三
三
の
歌
詞
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
少
く
と
も
木
や
り

と
卜
う
た
は
・
三
三
・
陸
曳
と
も
に
、
ど
の
町
内
に
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
但
し
、
卜
う
た
の
解
釈
が
違
っ
て
い
て
、
陸
曳
の
場
合
は
、
今
述
べ
た
よ
う

に
、
奉
曳
の
途
中
、
木
や
り
の
問
に
う
た
う
の
で
あ
る
が
、
川
守
の
場
合
は
、
大

湊
へ
御
木
を
取
り
に
行
く
道
中
で
う
た
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
う
た
は
、
旋

律
・
歌
詞
と
も
に
自
由
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
種
々
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば

吹
上
町
で
は
相
撲
甚
句
が
、
又
、
一
色
町
で
は
歌
詞
は
一
定
で
あ
る
が
、
旋
律
は

そ
の
都
度
異
っ
た
も
の
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
明
治
時
代
に
は
鴨
三
江
節
、
大

正
時
代
に
は
一
色
小
学
校
の
先
生
の
作
曲
に
よ
る
も
の
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
音
頭
を
用
い
る
と
い
う
風
で
あ
る
。

　
川
曳
の
道
う
た
に
は
、
三
味
線
の
伴
奏
が
あ
っ
た
り
、
芸
者
達
に
よ
っ
て
う
た

わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
譜
例
5
は
、
中
之
町
の
道
う
た
で
、
皆
野
の
例
で
あ
る

が
、
川
曳
・
陸
曳
の
木
や
り
や
、
陸
曳
の
水
揚
木
や
り
と
は
違
っ
て
拍
節
的
で
は

な
や
か
な
調
子
の
も
の
で
あ
り
。
囲
う
た
が
”
御
木
曳
”
の
行
事
の
中
で
は
、
余

興
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
ご
と
が
解
か
る
。

五
五
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歌
　
詞
　
に
　
つ
　
い
　
て

　
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
各
時
代
で
内
容
は
変
る
が
、
七
．
七
．
七
．
五
の
字
形
は

変
わ
ら
な
い
。
　
「
御
木
三
三
録
」
所
収
、
享
徳
二
．
年
（
一
四
五
三
）
の
歌
詞
は
、

し
り
と
り
式
で
、
内
容
は
か
な
り
庶
民
的
で
、
か
な
り
露
骨
な
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
ら
は
極
く
自
然
に
歌
い
出
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
感
じ
る
。

一
、
祝
い
目
出
度
の
若
松
様
は
、
枝
も
さ
か
え
る
葉
も
し
げ
る
。

一
、
し
げ
る
松
に
は
雛
鳥
あ
そ
ぶ
、
池
の
み
ぎ
わ
に
亀
あ
そ
ぶ
。

一
、
遊
ぶ
布
袋
が
唐
子
を
つ
れ
て
、
ゑ
び
す
大
黒
さ
そ
い
や
う
。

一
、
さ
そ
う
お
ま
え
は
鶯
な
れ
ば
、
に
お
う
様
な
ら
わ
し
が
こ
と
。

一
、
わ
し
が
男
を
ほ
め
る
で
な
い
が
、
玉
子
み
る
よ
に
し
わ
が
な
い
。

一
、

一
、

中
　
　
略

　
こ
れ
は
、

現
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
幕
末
よ
り
明
治
時
代
に
な
る
と
、
当
時
の
学
識

者
の
手
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
り
、
祝
典
的
な
要
素
と
、
か
な
り

高
度
な
内
容
と
表
現
の
も
の
が
現
わ
れ
、
各
時
期
に
お
け
る
世
相
を
反
映
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
6

る
。
例
え
ば
文
久
三
年
（
一
．
八
六
三
）
榛
園
翁
に
な
る
木
や
り
に
は
、

「
と
ふ
き
は
つ
せ
の
御
代
や
今
に
た
め
し
く
ち
せ
ぬ
宮
柱
」

　
　
　
　
　
　
式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

は
じ
く
お
ま
え
が
生
ゑ
び
な
れ
ば
、
わ
し
は
す
い
つ
く
、
た
こ
の
あ
し
。

足
は
ひ
よ
う
つ
く
ち
ど
り
ゆ
け
ば
、
の
び
て
ゆ
ら
る
る
、
由
良
之
介

　
　
現
在
の
志
摩
地
方
の
「
ど
っ
き
う
た
」
の
歌
詞
に
も
同
じ
よ
う
な
表

と
あ
り
、
　
「
御
木
曳
用
書
類
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、

「
遠
き
む
か
し
も
か
ひ
か
の
今
も
神
の
恵
は
か
わ
ら
せ
ぬ
（
エ
イ
エ
イ
ひ
け
や
や

リ
ョ
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
7

さ
ら
に
御
巫
清
直
写
の
御
木
曳
木
や
り
う
た
に
は
、
国
家
安
穏
五
穀
豊
饒
商
売
繁

昌
と
い
う
字
を
一
首
の
か
し
ら
に
お
い
た
り
、
十
二
支
三
つ
く
し
に
し
た
り
、
十

二
支
を
一
首
の
か
し
ら
に
お
い
た
り
、
先
に
あ
げ
た
、
し
り
と
り
は
も
ち
ろ
ん
、

数
え
う
た
等
種
々
の
形
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
興
味
深
い
の

は
、
現
在
一
色
申
楽
の
残
っ
て
い
る
一
色
町
、
当
時
の
一
色
村
で
は
、
一
首
の
か

し
ら
に
猿
楽
の
曲
名
を
お
き
、
こ
こ
ろ
を
そ
れ
に
よ
せ
て
、
ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ

ラ
ワ
と
次
第
を
な
し
、
う
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
（
海
士
、
加
茂
、
桜
川
、
玉
の

井
、
難
波
、
鉢
木
、
巻
絹
、
八
嶋
、
雷
電
、
和
布
刈
等
）

さ
ら
に
「
御
木
曳
記
録
」
所
収
の
、

「
千
代
に
八
千
代
に
い
や
増
す
御
代
ぞ
伊
勢
の
内
外
の
御
遷
宮
」

な
ど
、
敬
神
護
国
的
な
画
一
的
な
も
の
に
な
り
、
用
語
と
し
て
は
、
外
宮
、
内

宮
、
神
路
山
、
木
曽
、
冨
士
、
伊
勢
、
天
婦
岩
、
二
見
、
五
十
鈴
川
、
宮
川
等
の

地
名
を
う
た
い
こ
ん
だ
も
の
が
多
く
な
る
。
昭
和
十
七
年
、
白
石
奉
曳
歌
に
は
軍

国
主
義
的
な
内
容
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
時
代
の
社
会
情
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
現
在
の
歌
詞
は
今
回
の
調
査
で
採
集
で
き
た
資
料
か
ら
み
て
明
治
時
代
の
も
の

を
基
礎
に
お
い
て
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
明
治
時
代
以
降
の
も
の
が
定
型
化

し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
”
御
木
曳
”
の
行
事
自
体
が
、
天
明
、
享
徳
頃

に
み
ら
れ
た
神
領
民
達
の
、
あ
る
意
味
で
は
自
主
的
な
祭
儀
へ
の
参
加
が
、
明
治

以
降
、
教
育
の
普
及
更
に
敬
神
愛
国
思
想
の
徹
底
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
次
第
に

画
一
化
、
儀
式
化
、
定
形
化
し
て
い
っ
た
故
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
天

五
九
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式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

　
享
徳
期
に
み
ら
れ
る
素
朴
な
労
働
歌
と
し
て
の
木
や
り
う
た
の
要
素
や
ニ
ュ
ア

ン
ス
は
、
志
摩
な
ど
の
地
に
残
る
、
労
働
歌
等
の
中
に
の
み
残
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
”
御
木
曳
〃
の
様
態
と
現
状
に
つ
い
て
の
概
要
は
理
解
さ
れ
た
が
、
木
や
り
う

た
に
お
い
て
、
各
町
の
特
徴
や
、
他
の
音
楽
と
の
関
連
性
等
に
つ
い
て
述
べ
る
ま

で
に
い
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
再
度
の
調
査
を
望
む
も
の
で

あ
る
。註註

21註
3

註
4

註
5

註註
76

（
大
学
音
楽
学
部
　
副
手
）

作
所
口
記
（
神
宮
文
庫
蔵
）
、
伊
勢
神
宮
の
木
工
作
所
の
記
録
。

伊
勢
参
宮
名
所
図
会
、
寛
正
九
年
（
一
七
九
七
）
に
編
述
し
た
も
の
で
、
京
都
か
ら

参
宮
す
る
ま
で
の
途
中
の
名
所
古
墳
・
古
事
等
の
事
が
ら
に
つ
い
て
述
べ
、
且
つ
、

図
会
を
挿
入
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
本
論
中
の
記
述
は
、
同
書
付
録
遷
宮
の
項
に

み
ら
れ
る
。

御
木
曳
辮
録
（
神
宮
文
庫
蔵
）
線
装
本
、
天
明
八
年
、
享
徳
二
年
、
文
化
二
年
各
期

に
わ
た
る
宮
後
町
、
中
世
古
町
の
御
木
曳
（
陸
曳
）
に
関
す
る
記
録
を
ま
と
め
て
綴

ら
れ
て
あ
る
。

御
木
曳
用
書
類
（
神
宮
文
庫
蔵
）
線
装
本
七
一
丁
田
中
中
世
古
町
の
も
の
で
明
治
十

六
・
十
七
年
（
一
八
八
三
－
一
八
八
四
）
の
御
遷
宮
の
際
の
”
御
木
曳
”
に
関
す
る

一
切
の
書
類
が
綴
っ
て
あ
る
。

御
木
曳
記
録
（
神
宮
文
庫
蔵
）
仮
綴
、
一
一
四
丁
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
遷

宮
の
記
録
で
、
遷
宮
に
関
す
る
諸
神
事
を
記
し
、
併
せ
て
当
時
う
た
わ
れ
た
木
や
り

う
た
と
歌
う
た
の
歌
詞
を
掲
載
し
て
い
る
。

文
久
三
年
、
榛
園
翁
作
「
木
や
り
う
た
附
山
口
起
業
作
歌
」
線
装
本

「
御
木
曳
遣
歌
　
完
　
」
御
巫
清
直
写
、
線
装
本
、
文
久
二
年
よ
り
明
治
二
年
、
明
治
十

六
・
十
七
年
の
間
に
わ
た
る
”
御
木
曳
”
の
歌
詞
を
集
め
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
八
日
受
理
）

六
〇
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